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本
書
は
、
近
代
日
本
の
貴
族
院
関
係
の
貴
重
資
料
を
多
数
翻
刻
し
て
い
る
、

尚
友
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
シ
リ
ー
ズ
第
二
六
巻
に
あ
た
る
。
 

 
内
容
と
し
て
は
、「
幸
倶
楽
部
沿
革
日
誌
」、「
幸
倶
楽
部
小
史
」、「
研
究
会

小
史
」、

三
つ
の
史
料
を
載
せ
、
最
後
に
小
林
和
幸
氏
に
よ
る
解
題
を
付
す
。

「
幸
倶
楽
部
沿
革
日
誌
」
と
「
幸
倶
楽
部
小
史
」
は
、
尚
友
倶
楽
部
所
蔵
の

「
小
林
次
郎
関
係
資
料
」
所
収
の
も
の
を
採
録
し
た
と
い
う
。「
幸
倶
楽
部
小

史
」
の
作
成
者
は
、
貴
族
院
事
務
局
に
長
く
勤
め
た
花
房
崎
太
郎
で
あ
り
、

「
幸
倶
楽
部
沿
革
日
誌
」
の
作
成
者
に
つ
い
て
は
不
詳
と
さ
れ
る
が
、
小
林

氏
の
解
題
に
よ
れ
ば
、
花
房
が
関
与
し
て
い
た
も
の
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。

「
幸
倶
楽
部
小
史
」
で
は
、
幸
倶
楽
部
創
設
の
様
子
や
、
幸
倶
楽
部
所
属
の

各
派
が
創
設
さ
れ
た
さ
ま
が
記
述
さ
れ
て
い
る
。「
研
究
会
小
史
」
も
ま
た
尚

友
倶
楽
部
所
蔵
の
も
の
で
あ
り
、
研
究
会
に
所
属
し
て
い
た
貴
族
院
議
員
鍋

島
直
虎
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
。
そ
の
内
容
は
、
研
究
会
創
設
期
の
描
写
が
中

心
と
な
っ
て
い
る
。「
幸
倶
楽
部
小
史
」
と
「
研
究
会
小
史
」
は
、「
幸
倶
楽

部
沿
革
日
誌
」
の
参
考
資
料
と
し
て
の
役
割
が
強
い
た
め
、
本
稿
で
は
「
幸

倶
楽
部
沿
革
日
誌
」
を
中
心
に
紹
介
し
た
い
と
考
え
る
。
 

「
幸
倶
楽
部
沿
革
日
誌
」
は
、
明
治
三
十
二
年
か
ら
昭
和
元
年
ま
で
の
幸

倶
楽
部
の
活
動
を
記
し
た
も
の
で
、
幸
倶
楽
部
の
日
常
的
な
活
動
を
明
ら
か

に
す
る
う
え
で
貴
重
な
史
料
だ
と
言
え
よ
う
。
予
算
案
や
法
律
案
の
ほ
か
、

政
治
状
況
に
つ
い
て
当
局
者
の
説
明
を
求
め
る
様
子
が
描
か
れ
る
。
入
会
・

退
会
・
死
亡
と
い
っ
た
会
員
の
異
動
や
、
幹
事
・
評
議
員
等
の
役
員
人
事
に

つ
い
て
も
言
及
が
あ
る
。
毎
月
十
二
日
の
例
会
、毎

月
二
十
五
日
の
午
餐
会
、

年
末
の
総
会
の
様
子
な
ど
も
描
か
れ
、
興
味
深
い
。
こ
れ
ら
定
例
の
会
合
に

つ
い
て
は
一
貫
し
て
記
述
さ
れ
て
い
る
。
 

 
以
上
の
よ
う
な
、
日
常
活
動
を
離
れ
た
記
述
に
お
い
て
も
注
目
す
べ
き
も

の
は
多
い
。
例
え
ば
、
大
正
十
四
年
三
月
の
普
通
選
挙
法
案
通
過
に
関
す
る

部
分
が
そ
れ
で
あ
る
。
明
治
四
十
四
年
、
貴
族
院
で
普
通
選
挙
法
案
が
否
決

さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
の
回
想
部
分
で
は
、「
当
時
全
く
夢
想
た
も
為
さ
り
し

所
な
り
。
是
れ
全
く
時
勢
の
変
化
と
は
言
ひ
な
か
ら
転
た
感
慨
に
堪
へ
さ
る

も
の
あ
り
」
と
記
さ
れ
る
。
明
治
四
十
四
年
の
普
通
選
挙
法
案
否
決
と
い
う

事
件
に
つ
い
て
作
成
者
は
、「
幸
倶
楽
部
を
主
導
者
と
し
て
」
い
た
と
み
て
お

り
、
大
正
十
四
年
の
普
通
選
挙
法
案
可
決
に
は
格
別
の
思
い
が
あ
っ
た
と
推

測
さ
れ
る
。
日
誌
の
記
述
は
事
実
を
淡
々
と
記
し
て
い
る
も
の
が
多
い
が
、

と
こ
ろ
ど
こ
ろ
作
成
者
の
主
観
が
表
れ
る
部
分
も
あ
り
、
こ
こ
に
採
り
上
げ

た
、
普
通
選
挙
法
案
に
つ
い
て
の
記
述
も
そ
の
一
つ
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
 

 
そ
の
ほ
か
、
大
正
十
一
年
に
起
き
た
公
正
会
の
内
紛
に
伴
う
幸
倶
楽
部
の

動
揺
報
道
に
つ
い
て
も
、
作
成
者
の
考
え
が
見
え
隠
れ
し
て
お
り
、
興
味
深

い
。
幸
倶
楽
部
が
動
揺
し
て
い
る
と
の
報
道
に
つ
い
て
作
成
者
は
、「
幸
倶
楽

部
も
其
余
波
を
被
り
衰
退
の
傾
向
あ
る
や
に
誤
信
せ
ら
れ
た
る
も
、
会
員
の

出
入
も
少
く
其
実
際
は
殆
ん
と
影
響
す
る
所
な
か
り
し
」
と
記
す
。
明
治
四

十
四
年
の
項
に
、「
貴
族
院
の
大
勢
を
制
す
る
も
の
は
幸
倶
楽
部
員
に
し
て
、
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貴
族
院
を
し
て
政
党
政
派
に
偏
せ
す
超
然
其
面
目
を
発
揮
せ
し
め
た
る
は
実
 

に
此
の
当
時
な
り
し
な
り
」
と
記
し
た
作
成
者
は
、
幸
倶
楽
部
の
衰
退
を
直
 

視
出
来
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
日
誌
は
、
そ
の
四
年
後
の
大
正
天
皇
崩
御
 

を
以
て
、
幕
を
閉
じ
て
い
る
。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
石
野
夏
幹
）
 

 


